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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

庭
に
淡
く
梨
花
の
月

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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参 考 手 本

高

木

聖

雨

先

生

散
策
し
て
塵
外
に
游
ぶ

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（３月 10 日締切）

条 幅 規 定 A部（準五段以上）

【
今
月
の
課
題
】

「
玄
風
於
垩
世
聞
至
衜
於
先
師
仰
彼
高
山
願
宣
盛
」（
18
字
）

【
今
月
の
課
題
】

�

「
上
沐
礀
寺
後
峪
柬
史
楊
諸
君
子
忘
此
群
生
動
禽
言
亦
」（
20
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

玄
風
於
垩
世
。
聞
至
衜
於
先
師
。
仰
彼
高
山
。

願
宣
盛
德
。
昔
者
楚
國
先

玄
風
を
垩
世
よ
り
偃な

び
か

せ
、
至し

道ど
う

を
先
師
に
聞
き
、
彼か

の

高
山
を
仰
ぎ
、
盛
徳
を
宣ひ

ろ

め
ん
と
願
う
。
昔む

か
し者
楚
国
の

先
（
賢
）

大
い
な
る
風
教
を
聖
人
の
世
よ
り
吹
き
来
た
ら
し
め
、
至
極
の

大
道
を
先
師
よ
り
聞
き
と
り
、
か
の
聖
人
の
よ
う
に
高
い
山
を

仰
ぎ
、
聖
人
の
盛
徳
が
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
よ
う
に
願
っ
た
。

昔
、
楚
国
の
先
（
賢
た
ち
で
も
、）

虞ぐ

世せ
い

南な
ん

（
唐
）　
『
孔こう
子し
廟びょう
堂どう
碑ひ
』
⑩

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く

段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
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『
蘭ら

ん

亭て
い

叙じ
ょ

』
王お

う

羲ぎ

之し

（
東
晋
）

条 幅 規 定
【
今
月
の
課
題
】「
之
蘭
亭
脩
禊
事
也
羣
賢
畢
至
少
長
咸
集
此
地
有
」（
18
字
）

（３月 10 日締切）

永
和
九
年
。
歳
在
癸
丑
。
暮
春
之
初
。
會

于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
。
脩
禊
事

也
。
羣
賢
畢
至
。
少
長
咸
集
。
此
地

有
崇
山
峻
領
。
茂
林
脩
竹
。
又
有
淸
流
激

湍
。
暎
帶
左
右
。
引
以
爲
流
觴
曲
水
。

列
坐
其
次
。
雖
無
絲
竹
管
弦
之

永
和
九
年
。
歳と
し

は
癸き

丑ち
ゅ
う

に
在あ

り
。
暮

春
の
初
め
、
會か
い

稽け
い

山さ
ん

陰い
ん

の
蘭ら
ん

亭て
い

に

会か
い

す
。
禊け
い

事じ

を
脩お
さ

む
る
な
り
。
群

賢
畢
こ
と
ご
と

く
至
り
、
少
長
咸み

な
集
ま
る
。

此こ

の
地
崇す
う

山ざ
ん

峻し
ゅ
ん

領れ
い

、茂も

林り
ん

脩し
ゅ
う

竹ち
く

有
り
、

又ま

た
清せ

い

流り
ゅ
う

激げ
き

湍た
ん

有
り
て
、
左
右
に
映え

い

帯た
い

す
。
引
い
て
以も
っ

て
流り
ゅ
う

觴し
ょ
う

曲き
ょ
く

水す
い

を
為な

し
、
其そ

の
次じ

に
列
坐
す
。
絲し

竹ち
く

管か
ん

弦げ
ん

の
盛
無
し
と
雖い
え
ど

も
、

Ｂ部（四段以下）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
下
さ
い
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半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

世
宗
廓
土

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

世
宗
土

3

3

3

を
廓3

め
竟
を
斥3
ひ
ら

く
や

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

飮
食
不
貢
獻

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

飲
食
貢

3

3

3

献3

せ
ざ3

れ
ば

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（３月 10 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

宿
昔
青
雲
志　

蹉
跎
白
髪
年　

誰
知
明
鏡
裏　

形
影
自
相
憐

宿
昔
青
雲
の
志　

蹉
跎
た
り
白
髪
の
年　

誰
か
知
ら
ん
明
鏡
の
裏　

形
影
自
ら
相
憐
ま
ん
と
は

条 幅 参 考 手 本

板

垣

厲

跳

先

生

春
眠
不
覺
暁　

處
處
聞
啼
鳥　

夜
來
風
雨
聲　

芲
落
知
多
少

春
眠
暁
を
覚
え
ず　

処
処
啼
鳥
を
聞
く　

夜
来
風
雨
の
声　

花
落
つ
る
こ
と
知
ら
ず
多
少
ぞ
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三　
　
　
　
　

農　
　
　
　
　

三　
　
　
　
　

母
無
ら
斜
き　
　
　

  

二　

帝　

可　

九　

留　
　
　
　
　
　
　

遅　

奈

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（３月 10 日締切）

石

田

輝

仙

先

生

宿
昔
靑
雲
志　

蹉
跎
白
髪
年　

誰
知
明
鏡
裏　

形
影
自
相
憐

宿
昔
青
雲
の
志　

蹉
跎
た
り
白
髪
の
年　

誰
か
知
ら
ん
明
鏡
の
裏　

形
影
自
ら
相
憐
む

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

す
み
の
江え

の
松ま
つ

の
み
ど
り
も
紫
む
ら
さ
き

の
色い
ろ

に
て
か
く
る
岸き
し

の
ふ
ぢ
な
み
（
読
人
し
ら
ず
）

条 幅 参 考 手 本

�

支
部
名　
　

段
級　
　

姓
号
（
鉛
筆
可
）



―
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―

―
10
―

（３月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

と
き
は
な
る
松ま
つ

の
み
ど
り
も
春は
る

来く

れ
ば
今い
ま

ひ
と
し
ほ
の
色い
ろ

ま
さ
り
け
り
（
源
宗
于
）

　
　

 

支　

盤　

那　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利　
　
　
　
　
　
　

連　

盤　
　
　

日　
　
　
　
　

保　
　
　
　
　

萬　

斜　

利　

个　

理

半紙かな（１級〜８級）

若

月

久
美
子

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

花
の
さ
く
木き

は
い
そ
が
し
き
二に

月が
つ

哉か
な

（
各
務
支
考
）

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

者　
　
　
　
　

可　
　
　

幾　
　
　
　

  

可
那

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）
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実 用 文

大

井

岳

陵

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（３月 10 日締切）
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細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P32

隣り
ん　

邦ぽ
う　

隣
り
国
中
国
や
韓
国
。

二に　

王お
う　

王
字
の
つ
く
二
人
の
書
道
史
上
の
人
。

（
王
羲
之
、
王
献
之
。）

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（３月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

  

段
級　
　
　
　

 

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）
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（３月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
歳
ヽヽ
年
ヽヽ
…
眺
め
る
…
姿
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

田

辺

翠

鶴

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　

 

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　

 

前

小６用

（3月 10 日締切）
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小２用

（3月 10 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1～小 3　　田　　辺　　翠　　鶴　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4～小 6　　齊　　藤　　翡　　流　　先　生

支
部
名　
　
　

段
級　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（3月 10 日締切）
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船

久

保

棠

苑

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

令 

和 

７ 

年 

学 

生 

課 

題 

４ 

月 

10 

日 

締 

切

4 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な
（
初
段
以
上
）　

山
桜
あ
く
ま
で
色
を
み
つ
る
か
な
花
散
る
べ
く
も
風
ふ
か
ぬ
世
に
（
平
兼
盛
）

か
な
条
幅
規
定　

い
つ
し
か
と
と
や
ま
の
霞
た
ち
か
へ
り
け
ふ
あ
ら
た
ま
る
春
の
あ
け
ぼ
の
（
藤
原
定
家
）

Ｂ
部
条
幅
規
定　

崇
山
峻
領
茂
林
脩
竹
又
有
清
流
激
湍
暎
帶
左
右

Ａ
部
条
幅
規
定　

鶉
首
兵
利
龍
文
鼎
輕
天
垂
伏
鼈
海
躍
長
鯨
解
黻

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

夜
桜
の
一
枝
長
き
水
の
上
（
高
野
素
十
）

実
用
文　

�

造
像
銘
と
い
う
と
す
ぐ
龍
門
を
連
想
す
る
。
そ
れ
は
北
魏
の
時
代
に
造
ら
れ
た
こ
の
銘
が
、
特

に
傑
出
し
た
表
現
と
個
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
硬
筆
初
段
以
上　

�

美
し
い
文
字
を
書
き
た
い
と
い
う
願
い
は
一
般
に
手
で
書
き
続
け
る
限
り
尽
き�

な
い
人
ヽヽ
の
共
通
し
た
思
い
だ
と
い
え
る
。

一
般
硬
筆
一
級
以
下　

�

忍
耐
と
は
自
分
を
抑
え
る
事
で
は
な
く
希
望
を
も
っ
て
耐
え
る
事
で
あ
る
。

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

竟
子
孫
遷
于

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　

則
醴
泉
出
飮

（3月 10 日締切）※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。

新
小
一
毛
筆　

う
た

新
小
一
硬
筆　

う
め
、
さ
く
ら
、
な
の
は
な
、
つ
く
し
。

新
小
二
硬
筆　

し
ば
ふ
の
上
で
、
お
べ
ん
と
う
を
た
べ
ま
し
た
。

新
小
二
毛
筆　

一
二
三

新
小
三
硬
筆　

春
に
な
り
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
黄
色
い
花
が
さ
い
た
。

新
小
三
毛
筆　

川
か
ぜ

新
小
四
硬
筆　

庭
に
赤
、
黄
、
む
ら
さ
き　

青
の
花
が
さ
い
て
い
る
。

新
小
四
毛
筆　

う
め
の
花

新
小
五
硬
筆　

早
春
の
日
の
光
は
明
る
い
が
、
風
は
ま
だ
冷
た
い
。

新
小
五
毛
筆　

有
名
な
本

新
小
六
硬
筆　

雪
深
い
北
国
に
も
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

新
小
六
毛
筆　

緑
の
大
地

新
中
一
硬
筆　

気
持
ち
を
明
る
く
切
り
替
え
る
こ
と
が
未
来
を
開
く
。

新
中
一
毛
筆　

桜
を
見
る
会

新
中
二
硬
筆　

自
分
を
顧
み
る
心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
事
が
大
切
で
す
。

新
中
二
毛
筆　

春
め
く
山
河

新
中
三
硬
筆　

不
断
の
努
力
が
実
を
結
び　

彼
は
目
標
を
達
成
し
た
。

新
中
三
毛
筆　

世
界
の
音
楽

新
中
学
部
か
な　

凍
て
ど
け
の
は
じ
ま
る
土
の
に
ぎ
や
か
に

新
小
学
部
小
筆　

海
の
青
と　

山
の
緑

中学部かな課題小学部小筆課題




